
1 

 

第６次水質総量規制に係る総量削減計画及び総量規制基準に対する 

県民意見の募集結果の概要について               

 

 総量削減計画の策定及び総量規制基準の設定を行うに当たり、平成１９年２月１日から３月１日

まで県民の皆様から意見を募集しましたが、その結果及び意見に対する対応は次のとおりです。 

 

１ 各中間取りまとめの周知方法 

（１）県政記者クラブへの記者発表（資料配付）により閲覧方法を公表 

（２）愛知県ホームページに掲載（２月１日から３月１日） 

（３）愛知県水地盤環境課、各県民生活プラザでの閲覧 

 

２ 意見募集の結果 

意見の提出方法 提出件数 提出意見数 

郵   送 １ ３ 

ファクシミリ 0 0 

電子メール １ １ 

計 ２ ４ 

  注：意見数は延べ数 

 

３ 意見の概要及び対応等 

（１）総量削減計画関係 

番号 項目 意見の概要 県の考え方 

１ 削減目

標量達

成のた

めの方

途 

 農薬の使いすぎなど具体的に農

家を指導し、よくないものは販売禁

止をする。 

 この計画では、(3)その他の汚濁

発生源に係る対策にありますよう

に、農地においては施肥対策が重要

であることから、肥料、有機質資材

の適正施用を図ること等により、農

地に由来する汚濁負荷量の削減を

図ることとしております。 

 農薬については、農薬取締法に基

づき、登録されたものが販売されて

おります。 

 また、「愛知県環境保全型農業推

進基本方針」において農薬使用量の

削減の推進を図るとともに、使用基

準に基づき、適正に使用するよう指

導しております。 
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２ 削減目

標量達

成のた

めの方

途 

 現在ある干潟をなくさない方法

をとる。 

 この計画では、(5)その他汚濁負

荷量の総量の削減に関し必要な事

項にありますように、生態系に配慮

し、砂浜、干潟・浅場の造成、藻場

及び干潟の保全等を盛り込んだ事

業を推進することとしております。

３ 削減目

標量達

成のた

めの方

途 

 人工的に作る河川等は本当に必

要かよく検討し、公費の無駄使いに

ならないようにする。 

 この計画では、伊勢湾に流入する

汚濁負荷量の削減に資するものと

して、多自然川づくりの推進を掲げ

ており、実施にあたっては、適切な

河川整備を進めていくこととして

います。 

 なお、多自然川づくりは、河川全

体の自然の営みを視野に入れ、河川

が本来有している生物の生息・生

育・繁殖環境などを保全・創出する

もので、すべての川づくりの基本と

なるものです。 

 

（２）総量規制基準関係 

番号 項目 意見の概要 県の考え方 

１ 化学的

酸素要

求量 

 ２０９（ウ）繊維工業を主として

処理する公共下水道の Cco 値につ

いて 

 流入水質の変動が大きく、難分解

性ＣＯＤが多く含まれている。平成

２２年度にＣ値２０の対応等課題

が山積しており、Ｃ値が強化されれ

ば、高度処理の前倒しが必要となり

大きな影響がある。ＣＯＤの削減率

を１０．６％としていることから現

状の５０から５引き下げた４５が

適当である。 

 

 当該業種区分の中間とりまとめ

のＣ値４０は、最大負荷排出時の濃

度も勘案して設定したものです。 

 既設事業場に対する６次Ｃ値の

適用は平成２１年４月を予定して

おりますが、これまでに平成２２年

度のＣ値２０に向け、平成１６年度

以降１８年度にかけて水質は大幅

に改善されております。引き続き、

排水処理施設の活性汚泥の適正な

管理などの維持管理を徹底するこ

とで総量規制基準の遵守は可能と

考えております。 

 

 


